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(57)【要約】
【課題】
　インクジェット法を用いたカラーフィルタ製造において、吐出安定性、吐出時、または
、吐出後のブラックマトリックス移動時に画素内からインキが溢れないカラーフィルタを
製造可能なカラーフィルタ用インクジェットインキを提供すること
【解決手段】
　少なくとも二種類のアクリル重合化合物を含有することを特徴とする、カラーフィルタ
ー用インクジェットインキ。
　また、上記アクリル重合化合物が、少なくとも1種類は酸価を有する重合化合物、さら
に、少なくとも1種類は、重量平均分子量が1000～10000の酸価を有しない重合化合物であ
ることを特徴とするカラーフィルター用インクジェットインキ、ならびに上記インキを用
いてなるカラーフィルタ。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも二種類のアクリル重合化合物を含有することを特徴とする、カラーフィルタ
ー用インクジェットインキ。
【請求項２】
　請求項１記載のアクリル重合化合物が、少なくとも1種類は酸価を有する重合化合物、
さらに、少なくとも1種類は、重量平均分子量が1000～10000の酸価を有しない重合化合物
であることを特徴とするカラーフィルター用インクジェットインキ。
【請求項３】
　請求項１または２記載のカラーフィルター用インクジェットインキを用いてなるカラー
フィルター。
 
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カラーフィルタ用インクジェットインキ、並びにこれを用いたカラーフィル
タに関する。
【背景技術】
【０００２】
　薄型テレビジョンなどに利用されている液晶ディスプレイパネルには、主要な構成要素
として、カラーフィルター基板と、液晶セル基板と、バックライトユニットとが含まれて
いる。バックライトユニットは、液晶セル基板の裏面に設けた光源である。液晶セル基板
の液晶は、ＴＦＴ（薄膜トランジスタ）アレイ基板とカラーフィルター基板との間に充填
されている。カラーフィルター基板には、３原色（赤・青・緑；ＲＧＢ）の繰り返しパタ
ーンが、ＴＦＴアレイ基板の各画素に対向する位置に形成されている。カラーフィルター
基板の全面には透明電極が設けられており、ＴＦＴアレイ基板の画素電極との電圧によっ
て液晶の方向が制御され、透過する光量がコントロールされる。
【０００３】
　前記カラーフィルター基板は、具体的には、ガラス等の透明な基板の表面に３種以上の
異なる色相の微細なストライプ状のフィルターセグメントを平行又は交差して配置したも
の、あるいは微細なモザイク状のフィルターセグメントを縦横一定の配列に配置したもの
からなっている。そして、フィルターセグメント間には、カラーフィルター基板の表示コ
ントラストを高めるために、一定の幅を持つ遮光領域（ブラックマトリックス）が設けら
れる。カラーフィルター基板を構成するストライプの幅及びモザイクの一辺の長さは、約
７０μｍと微細であり、しかも色相毎に所定の順序で整然と配列されている。また、通常
のカラーフィルター基板の膜厚は０．８～１．５μｍであり、顔料がフィルターセグメン
ト中の２５～４５重量％を占めている。
【０００４】
　従来、カラーフィルター基板の製造は、顔料が分散されたフォトレジスト液を透明基板
上に塗布してから、乾燥、露光、現像、及び硬化などの工程を繰り返すことによって行わ
れていた。そのため、生産性が低く、コスト低減の要求が高くなっている。特に、液晶デ
ィスプレイパネルの大型化に伴って、フォトレジストに替わる技術が求められてきた。
　こうした要求に従い、製造方法や製造設備の見直しが行われ、インクジェット法による
カラーフィルター基板の製造が注目されている。インクジェット法は、特に製造装置の小
型化が容易で、生産性の高い点で有利である。更に、近年は、プリンタヘッドやインクに
関する技術の進歩により、インクジェット法にも顔料系インクが使用され始め、その結果
、耐光性や堅牢性も改良されている。この点からも、カラーフィルター基板用途にインク
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ジェット法を適用することが有利である、種々の提案が行われている。
【０００５】
　インクジェット法によるフィルターセグメントの形成は、予め透明基板上にブラックマ
トリックスを設け、ブラックマトリックスで区分けされた領域内にインクジェット法によ
りインクを充填することによって実施する。カラーフィルター基板として必要な顔料濃度
を提供するために顔料を高濃度で分散して含有すると同時に、インクジェット法により基
板上の所望の位置に安定して吐出させることのできる物性を有するインク組成物が開発さ
れている。
【０００６】
　しかしながら、インクジェット装置で吐出する場合、ノズルでのわずかな乾燥によりイ
ンクの粘度増加が起こり、ノズルの目詰まりにつながる。さらにインキ中の固形成分が溶
剤中で十分溶解し、溶解した成分の分子鎖が十分な広がりを保っていないとインクジェッ
トヘッドにおけるピエゾの動きに追随することが難しく、偏飛行が発生し、安定吐出性が
損なわれる。
　さらに塗膜の乾燥、焼き付け時において、十分な流動性がないと、ブラックマトリック
スで区分けされた領域内の画素が凸型になることで画素平坦性が悪くなり、また、インキ
組成物の相溶性が悪く、ガラスへの濡れが十分でないと画素内で色ムラが生じるという問
題も起こる。しかし、ブラックマトリックスに対しては濡れやすいと吐出した際に、また
は吐出後にブラックマトリックスを移動させた際に画素内からインキが溢れてしまうとい
う問題も起こる。
【０００７】
　このような問題に対して、たとえば特開２０１０－８６３７には、レベリング剤として
溶解度パラメータを規定したアクリル系重合体を含むことにより、各部位での濃度むら、
色むらの抑制され、明度およびコントラスト比が良好になる方法が開示されている。また
、特開２００７－７２２８３には、アクリル系界面活性剤を添加することにより、均一乾
燥し、粘度の高低差が抑制され、画素内が平坦化する方法が開示されている。しかしなが
ら、上記で用いられているバインダー樹脂は、アクリル重合化合物ではないため、レベリ
ング剤として添加したアクリル重合化合物と相溶性が悪くインキの保存安定性が悪くなっ
た。また、相溶性が悪いために、色むらが発生し、明度およびコントラスト比を悪化させ
るという問題が生じた。
　また、特開２００７－７２２８３において、レベリング剤としてアクリル系重合化合物
とシリコン系重合化合物を併用しているが、シリコン系重合化合物はブラックマトリック
スへの濡れ広がりが良く、吐出後ブラックマトリックスを移動させたときに画素内からイ
ンキが溢れ、隣接する領域にインクが混入し、フィルターセグメントの色相を損なった。
　また、特開２００７－３０２８６３においてバインダー樹脂として重量平均分子量３０
０００のアクリル重合化合物と重量平均分子量２００００のアクリル重合化合物を用いて
、適度な流動性を有する組成比の規定により、吐出安定性が優れる方法が開示されている
。（特開２００８－２６８８８４）しかしながら、高分子量のアクリル重合化合物の組成
比を大きくすると、吐出時におけるインキの流動性が悪く、ノズルの不吐出が発生すると
いう問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２０１０－８６３７号公報
【特許文献２】特開２００７－７２２８３号公報
【特許文献３】特開２００７－３０２８６３号公報
【特許文献４】特開２００８－２６８８８４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
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　本発明は、インクジェット法を用いたカラーフィルタ製造において、吐出安定性、吐出
時、または、吐出後のブラックマトリックス移動時に画素内からインキが溢れないカラー
フィルタを製造可能なカラーフィルタ用インクジェットインキを提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　すなわち本発明は、少なくとも二種類のアクリル重合化合物を含有することを特徴とす
るカラーフィルタ用インクジェットインキに関する。
　また本発明は、上記のアクリル重合化合物が、少なくとも1種類は酸価を有する重合化
合物、さらに、少なくとも1種類は、重量平均分子量が1000～10000の酸価を有しない重合
化合物であることを特徴とするカラーフィルター用インクジェットインキ、ならびに上記
インクジェットインキを用いてなるカラーフィルターに関する。
【発明の効果】
【００１１】
　インクジェット法を用いたカラーフィルタ製造において、吐出安定性、安定したカラー
フィルタを製造可能なカラーフィルタ用インクジェットインキを提供することができた。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本発明のインクジェットインキは、少なくとも２種類のアクリル重合化合物を含有する
ことを特徴としている。
【００１３】
　また本発明において好ましくは、上記のアクリル重合化合物において、少なくとも一種
類は酸価を有するバインダー樹脂であり、さらに、少なくとも一種類は酸価を有しない、
重量平均分子量が１０００～１００００のレベリング剤であることを特徴としている。
【００１４】
　一般に、バインダー樹脂は、インキ保存安定性を得るための安定した分散体を保つ効果
があるが、酸価が低いとインキの分散体同士の電気的反発が弱くなって、凝集してしまい
、保存安定性が損なわれる。また、酸価が高いと電気的反発が強くなって、インキの流動
性が悪くなってしまい吐出安定性が悪くなる。
【００１５】
　また、一般にレベリング剤は、ブラックマトリックスの画素内に吐出後、画素内インキ
表面にレベリング剤が配向することにより、濡れ広がりが良くなり、画素内形状を均一に
させる効果があるが、高分子量のレベリング剤を用いるとインキの流動性が悪くなり、吐
出安定性を損なう。また、吐出後の焼付け時の熱流動が無く、画素内平坦性が悪くなる。
　レベリング剤には、シリコン系レベリング剤、フッ素系レベリング剤、アクリル系レベ
リング剤があるが、シリコン系レベリング剤やフッ素系レベリング剤は、表面張力を大き
く減少させる傾向があり、吐出後のブラックマトリックス移動時に画素内からインキが溢
れてしまう。
【００１６】
　上記のバインダー樹脂において、酸価は４０～１２０ｍｇKOH／ｇの範囲で安定した分
散体が得られ、レベリング剤の重量平均分子量が１０００～１００００であることがイン
キの流動性が良好であることが、本発明者による研究により明らかとなった。また、バイ
ンダー樹脂とレベリング剤とともにアクリル系重合化合物を用いることで、相溶性が良い
ために保存安定性も良好で、かつ、流動性良好であるためにインクジェットヘッドにおけ
るピエゾの動きに追随しやすいことから、偏飛行など発生せず、優れた安定吐出性が得ら
れやすく、画素内平坦性も良好であった。さらに、吐出後のブラックマトリックス移動時
に画素内から溢れないことが、本発明者による検討により明らかとなり本発明を完成した
。
【００１７】
　なお、レベリング剤の添加量については、インクジェットインキ全量を基準として０．
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０１～５重量％が好ましく、０．１％～１重量％がさらに好ましい。
【００１８】
　また、バインダーの添加量については、インクジェットインキ全量を基準として５～３
０重量％が好ましく、５％～１５重量％がさらに好ましい。
【００１９】
　本発明にて用いられる溶剤として、樹脂に対する溶解性、装置部材に対する膨潤作用、
粘度、及びノズルにおけるインキの乾燥性の点から選択され、例えば、アルコール系溶剤
、グリコール系溶剤、エステル系溶剤、ケトン系溶剤等の1 種類を単独で、又は2 種類以
上を混合して使用することができる。
【００２０】
　アルコール系溶剤としては、例えば、ヘキサノール、ヘプタノール、オクタノール、ノ
ナノール、デカノール、ウンデカノール、シクロヘキサノール、ベンジルアルコール、ア
ミルアルコール等が挙げられる。
【００２１】
　グリコール系溶剤としては、例えば、エチレングリコールモノメチルエーテル、エチレ
ングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノイソプロピルエーテル、エチ
レングリコールモノブチルエーテル、エチレングリコールモノヘキシルエーテル、メトキ
シメトキシエタノール、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコー
ルモノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコー
ルモノメチルエーテルアセテート、ジエチレングリコールモノエチルエーテルアセテート
、ジエチレングリコールモノブチルエーテルアセテート、トリエチレングリコールモノメ
チルエーテル、トリエチレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノ
メチルエーテル、プロピレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールイソ
プロピルエーテル、プロピレングリコールモノブチルエーテル、プロピレングリコールモ
ノメチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテート、1
－ブトキシエトキシプロパノール、1－メトキシ－2－プロピルアセテート等が挙げられる
。
【００２２】
　エステル系溶剤としては、例えば、乳酸エチル、乳酸プロパン、乳酸ブチル等が挙げら
れる。
　ケトン系溶剤としては、例えば、シクロヘキサノン、エチルアミルケトン、ジアセトン
アルコール、ジイソブチルケトン、イソホロン、メチルシクロヘキサノン、アセトフェノ
ン等が挙げられる。
【００２３】
　なかでも、顔料の分散性能と、インクジェットインキの吐出性の点から、常温における
沸点が200 ℃ ～ 300 ℃ であるアルキレングリコールモノアルキルエーテルアセテート
系溶剤乃至はアルキレングリコールジアセテート系溶剤を1 種類の単独または2 種類以上
の混合溶剤として７０重量％ 以上使用することが好ましい。さらに良好な顔料分散性や
吐出性を得るためには、ジエチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、1,3-ブチ
レングリコールジアセテートを好適に用いることができる。
【００２４】
　顔料分散時の低粘度化の点からエステル変性された分散樹脂を用いることが好ましい。
また、低粘度化は、インキ中の顔料濃度を向上させることができるため、インクジェット
吐出工程での時間を短縮できることから、生産性を向上させることができるため、好まし
い。
【００２５】
　さらに、バインダーとして樹脂を添加してもよい。バインダー樹脂の選定は、インクジ
ェット適性や、カラーフィルタ適性から選択することができる。たとえば、特開２００７
－１６９６０７公報に記載されるリン酸基を含有するバインダー樹脂を用いることにより
、顔料分散性や、分散ペーストの低粘度化効果が得られ、好適に用いることができる。ま
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た、さらに、上記バインダー樹脂に加え、上記エステル変性された樹脂を併用することに
より、さらに低粘度化、高コントラスト化を実現可能となり、カラーフィルタ用インクジ
ェットインキにより好適に用いることができる。
【００２６】
　バインダー樹脂として用いられるポリマーは、例えば（メタ）アクリル樹脂、ポリウレ
タン樹脂、ポリアミド樹脂、ポリエステル樹脂、エポキシ樹脂、フェノール樹脂、ポリカ
ーボネート樹脂、ポリビニルブチラール樹脂、ポリビニルホルマール樹脂、ポリビニルア
ルコール、ポリエチレングリコール、ポリエチレンオキシド、ポリプロピレングリコール
、シェラック樹脂、ビニル系樹脂、ゴム系樹脂、ワックス類、その他の天然樹脂等が使用
できる。
　なかでもアクリル系レベリング剤との相溶性から、バインダー樹脂にアクリル重合樹脂
を用いることで、親和性、チキソ性に優れ、明度を上昇させることができる。また、ブラ
ックマトリックス開口部にインキを吐出したときの画素平坦性や、ガラスへの濡れ広がり
が良く、好適に用いることができる。さらに、なかでもアクリル基（メタクリル基）を持
つモノマーのみで重合したアクリル系重合樹脂を用いることが好ましい。
【００２７】
　その他、単官能又は多官能モノマー、オリゴマー、プレポリマーなどの不飽和結合を有
する原料や、オイル、レベリング剤などを適宜含有することができる。
　とくにカラーフィルタ用として用いる場合、各種耐性を付与させるため、例えば、エポ
キシ系モノマー、オキセタン環を有するモノマーなどを用いることができる。これらによ
り活性エネルギー線による架橋も可能となる。また、紫外線などのエネルギー線を用いる
場合は、その反応に準じた開始剤も用いることができる。
【００２８】
　本発明のインクジェット用インキは、熱架橋剤を含有することが好ましい。ＵＶ露光工
程を必要とせず、タクトタイムの低減につながるためである。熱架橋剤としては具体的に
はメラミン化合物やベンゾグアナミン化合物、エポキシ化合物、アルキル化メラミン樹脂
、イソシアネート化合物などが挙げられ、これらは単独または２種類以上混合して用いる
ことができる。中でも優れた塗膜耐性を得るという観点からメラミンまたはメラミン誘導
体を含有することが好ましい。
【００２９】
　メラミン化合物としては、例えば、イミノ基、メチロール基、及び／又はアルコキシメ
チル基を有するものが挙げられ、特にアルコキシメチル基のみを含有するメラミン化合物
が好ましい。アルコキシメチル基含有メラミン化合物の具体例としては、ヘキサメトキシ
メチロールメラミン、又はヘキサブトキシメチロールメラミン等を挙げることができる。
メラミン化合物の市販品の具体例としては、以下のものを挙げることができる。但し、必
ずしもこれらに限定されるものではない。三和ケミカル社製ニカラックＭＷ－３０Ｍ、Ｍ
Ｗ－３０、ＭＷ－２２、ＭＳ－２１、ＭＸ－４５、ＭＸ－５００、ＭＸ－５２０、ＭＸ－
４３、ＭＸ－３０２、日本サイテックスインダストリー社製サイメル３００、３０１、３
０３、３５０、２８５、２３２、２３５、２３６、２３８、マイコート５０６、５０８等
を挙げることができる。
【００３０】
　上記メラミン化合物は優れた平坦性を得るという観点からインク組成物中に１重量％～
１０重量％の量で含有されていることが好ましく、１重量%～５重量%で含有されているこ
とが特に好ましい。含有量が１０重量%以上を超えると、焼き付け時の塗膜の架橋密度が
高くなり過ぎてしまい、塗膜の柔軟性を損なってしまうため、優れた画素平坦性を満たす
ことが難しい。
【００３１】
　本発明におけるインキ中には着色剤として染料または顔料を用いることができる。染料
としては、酸性染料、塩基性染料、直接染料、反応性染料、分散染料、含金属染料等が挙
げられ、本発明の目的に反しない限り単独で、または混合して使用することができる。
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また、顔料としては、顔料としては一般的に用いられているものや、特に耐光性、耐候性
が求められる場合は、キナクリドン系、アンスラキノン系、ペリレン系、ペリノン系、ジ
ケトピロロピロール系、イソインドリノン系、縮合アゾ系、ベンズイミダゾロン系、モノ
アゾ系、不溶性アゾ系、ナフトール系、フラバンスロン系、アンスラピリミジン系、キノ
フタロン系、ピランスロン系、ピラゾロン系、チオインジゴ系、アンスロン系、ジオキサ
ジン系、フタロシアニン系、インダンスロン系等の有機顔料やニッケルジオキシンイエロ
ー、銅アゾメチンイエロー等の金属錯体、酸化チタン、酸化鉄、酸化亜鉛等の金属酸化物
、硫酸バリウム、炭酸カルシウム等の金属塩、カーボンブラック、アルミニウム、雲母等
の無機顔料が挙げられる。またメタリック感やパール感を出すためにはアルミニウム等の
金属微紛マイカ微紛が用いられる。染料としては、アゾ系、キノリン系、スチルベンゼン
系、チアゾール系、インジゴイド系、アントラキノン系、オキサジン系等が挙げられる。
【００３２】
　カラーインデックスで記載すると、例えば、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｒｅｄ ７、９、
１４、４１、４８：１、４８：２、４８：３、４８：４、８１：１、８１：２、８１：３
、９７、１２２、１２３、１４６、１４９、１６８、１７７、１７８、１８０、１８４、
１８５、１８７、１９２、２００、２０２、２０８、２１０、２１５、２１６、２１７、
２２０、２２３、２２４、２２６、２２７、２２８、２４０、２４６、２５４、２５５、
２６４、２７２、または、Ｃ．Ｉ．ＰｉｇｍｅｎｔＹｅｌｌｏｗ １、２、３、４、５、
６、１０、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、２０、２４、３１、３２、３４
、３５、３５：１、３６、３６：１、３７、３７：１、４０、４２、４３、５３、５５、
６０、６１、６２、６３、６５、７３、７４、７７、８１、８３、８６、９３、９４、９
５、９７、９８、１００、１０１、１０４、１０６、１０８、１０９、１１０、１１３、
１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２３、１２５、１２６、
１２７、１２８、１２９、１３７、１３８、１３９、１４７、１４８、１５０、１５１、
１５２、１５３、１５４、１５５、１５６、１６１、１６２、１６４、１６６、１６７、
１６８、１６９、１７０、１７１、１７２、１７３、１７４、１７５、１７６、１７７、
１７９、１８０、１８１、１８２、１８５、１８７、１８８、１９３、１９４、１９９、
または、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔｏｒａｎｇｅ ３６、４３、５１、５５、５９、６１、
Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｇｒｅｅｎ ７、１０、３６、３７、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ 
Ｂｌｕｅ １５、１５：１、１５：２、１５：３、１５：４、１５：６、１６、２２、６
０、６４、Ｃ．Ｉ．ＰｉｇｍｅｎｔＶｉｏｌｅｔ １、１９、２３、２７、２９、３０、
３２、３７、４０、４２、５０等の顔料を挙げることができるがこれに限定されない。
【００３３】
　本発明のインクジェット用インキは、上記の顔料を１種単独で含有するか、あるいは２
種以上を混合して含有することができる。
　また、耐光性や、耐水性などの点から顔料を用いることが好ましい。
また、上記顔料を安定に分散するために、顔料誘導体を用いることができる。顔料誘導体
は、例えば、一般式（２）：
Ｇ１－（Ｅ） （２）
（式中、Ｇ１は、色素原型化合物残基であり、Ｅは、塩基性置換基、酸性置換基、又は中
性置換基である）
で表される化合物であり、本発明を達成するために必要であれば、単独で、または複数の
顔料誘導体を混合して使用することができる。
　またインキ中にレベリング剤、消泡剤などの添加剤を適宜混合して使用することも可能
である。
【００３４】
＜カラーフィルタ基板＞
　本発明のインクジェットインクを用いて、インクジェット法により、カラーフィルタ基
板を製造することができる。カラーフィルタ基板は、例えば、薄型テレビジョンなどに利
用されている液晶ディスプレイパネルに利用することができる。
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カラーフィルタ基板は所望の色相のフィルタセグメントを具備するものであり、フィルタ
セグメントは、ブラックマトリックスが形成された基板のブラックマトリックスで区分け
された領域内に、インクジェット法によりカラーフィルタ用インクジェットインクを吐出
することに形成される。
【００３５】
　基板としては、ガラス板や、ポリカーボネート、ポリメタクリル酸メチル、ポリエチレ
ンテレフタレート等の樹脂板を用いることができる。ブラックマトリックスは、例えば、
ラジカル重合型のブラックレジストを塗布し、露光、そして現像してパターニングするフ
ォトリソグラフィー法、黒色インクを印刷する印刷法、又は金属を蒸着したのちエッチン
グする蒸着法等により基板上に形成することができる。
　本発明におけるポストベーク工程では、２３０℃で2０分焼き付けを行った。しかしこ
こで示すポストベークとは、架橋をほぼ進行させる工程を示し、現在一般的に行われてい
る時間、温度条件であればこれを限定しない。
【００３６】
[実施例]
　以下に、実施例により、本発明をさらに詳細に説明するが、以下の実施例は本発明の権
利範囲をなんら制限するものではない。なお、実施例における「部」は、「重量部」を表
す。また、樹脂の重量平均分子量は、ＧＰＣを用いて測定し、ポリスチレン換算で求めた
。
【００３７】
（１）顔料
レッド顔料Ａ：Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２５４（チバスペシャリティケミカル
ズ社製）
レッド顔料Ｂ：Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１７７（東洋インキ製造社製）
グリーン顔料：Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｎｎ　３６（東洋インキ製造社製）
イエロー顔料：Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１５０（東洋インキ製造社製）
ブルー顔料：Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１５：６（東洋インキ製造社製）
バイオレット顔料：Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　２３（東洋インキ製造社製
）
（２）溶剤
ＣＢＡｃ：ジエチレングリコールモノエチルエーテルアセテート
１，３－ＢＧＤＡ：１，３－ブチレングリコールジアセテート
ＢＡＣ：ジエチレングリコールモノブチルエーテルアセテート
【００３８】
（３）分散樹脂
≪製造例１（ポリエステル系分散剤Ａ）≫
　ガス導入管、温度計、コンデンサー、及び攪拌機を備えた反応容器に、１－ドデカノー
ル６２．６部、ε－カプロラクトン２８７．４部、及び触媒として、モノブチルスズ（IV
）オキシド０．１部を仕込み、窒素ガスで置換した後、１２０℃で４時間加熱下に撹拌し
た。固形分測定により、９８％が反応したことを確認し、第一の工程を終了した。この反
応生成物にピロメリット酸二無水物３６．６部を追加し、１００℃で５時間反応させた。
酸価の測定で９７％以上の酸無水物がハーフエステル化していることを確認して、第二の
工程を終了し顔料分散用のエステル変性樹脂を作成した。得られたエステル変性樹脂を分
散剤Ａとした。
【００３９】
（４）アクリル重合化合物
≪製造例2（アクリル重合樹脂A-1）≫
　セパラブル4ロフラスコに温度制御用レギュレーター、冷却管、撹拌装置を取り付けて
、溶剤（プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート）１００部を仕込み、１０
０℃に昇温し反応容器内を窒素置換した後、滴下管より下記の原料を添加し、５時間反応
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を継続し、アクリル樹脂の溶液(固形分５０％)を得た。得られた重合体の重量平均分子量
（Mw）は10800、酸価（AV）は８6ｍｇKOH／ｇであった。
メタクリル酸 １１部
2一ヒドロキシエチルメタクリレート ２６部
n一ブチルメタクリレート ６０部
ホスマーM ３部
2,2'一アゾビスイソブチロニトリル ５部
得られたアクリル重合樹脂を樹脂Ａ－１とした。
【００４０】
≪製造例3（アクリル重合樹脂Ａ－２～Ａ－５）≫
　以下の表１のように配合し、製造例２に従いアクリル重合樹脂Ａ－２～Ａ－４，および
スチレン－アクリル重合樹脂Ａ－５を合成した。
ＭＡ：メタクリル酸
２－ＨＥＡ：２－ヒドロキシルエチルアクリレート
ｎ－ＢＭＡ：ｎ－ブチルメタクリレート
ｉｓｏ－ＢＭＡ：イソブチルメタクリレート
ＢｚＭＡ：ベンジルメタクリレート
２－ＥＨＭＡ：２－エチルヘキシルメタクリレート
ＭＡＡ：アクリル酸メチル
Ｓｔ：スチレン
【００４１】

【表１】

【００４２】
≪製造例4（ポリエステル重合化合物B-1）≫
　ガス導入管、温度計、コンデンサ、及び攪拌機を備えた反応容器に、１－ドデカノール
62.6部、ε－カプロラクトン287.4 部、及び触媒としてモノブチルスズ（ＩＶ）オキシド
0.1 部を仕込み、窒素ガスで置換した後、120 ℃で4 時間加熱、撹拌した。固形分測定に
より98 ％が反応したことを確認したのち、無水ピロメリット酸36.6 部を加え、120 ℃で
2 時間反応させポリエステル重合化合物B-1を得た。得られたポリエステル重合化合物B-1
は、常温で白色ワックス状固体であった。
【００４３】
≪製造例6（ウレタン重合化合物C-1）≫
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　ガス導入管、コンデンサ、攪拌翼、及び温度計を備え付けた反応装置に１－デカノール
67部、ε－カプロラクトン433 部を仕込み、反応容器内を窒素置換した後、120 ℃で2 時
間反応させた。反応終了後、メトキシプロピルアセテート214 部にて希釈することにより
ポリカプロラクトン溶液（Ｄ）を得た。
　ガス導入管、コンデンサ、攪拌翼、及び温度計を備え付けた反応装置にブチルメタクリ
レート250 部、ベンジルメタクリレート250 部を仕込み、反応容器内を窒素置換した後、
80 ℃に昇温し、チオグリセロール（旭化学工業株式会社）38 部を10 分かけて滴下し、7
 時間反応させた。反応終了後、メトキシプロピルアセテート214 部にて希釈することに
よりアクリル樹脂溶液（Ｅ）を得た。
【００４４】
　ガス導入管、コンデンサ、攪拌翼、及び温度計を備え付けた反応装置に、ポリカプロラ
クトン溶液（Ｄ）53部、ＶＥＳＴＡＮＡＴ Ｔ 1890／100（デグサジャパン株式会社）67
部、アクリル樹脂溶液（Ｅ）55 部、メトキシプロピルアセテート103 部を仕込み、反応
容器内を窒素置換した後、80 ℃に昇温し、1 時間反応させた。その後、ジメチロールブ
タン酸（DMBA、日本化成株式会社製）27 部、メトキシプロピルアセテート27 部を仕込み
、90 ℃にて反応させ、ＩＲにてイソシアネート基に基づく2270 cm- 1 のピークの消失を
確認し、40 ℃まで冷却し、分岐ウレタン重合化合物C-1を得た。
【００４５】
（５）顔料分散ペースト作成
　以下記載の表2の原料と配合量を用いて顔料分散ペーストを作成した。
具体的には、分散剤と分散樹脂を溶剤に溶解させた後、顔料を充分混合し、同溶剤で固形
分２５％に希釈したのち、サンドミルで湿式分散を行い、顔料分散ペーストを作成した。
【００４６】
【表２】

【００４７】
（6）メラミン樹脂
　アルコキシアルキル基含有メラミン樹脂　ニカラックMx-43　（三和ケミカル社製）
【００４８】
［カーボンブラックレジストの調整］
　カーボンブラック分散体を６０部、トリメチロールプロパントリアクリレート(新中村
化学社製「NKエステルATMPT」)４．３部、光重合開始剤２－ベンジル－２－ジメチルアミ
ノ－１－（４－モルフォリノフェニル）－ブタノン－１(チバガイギー社製「イルガキュ
ア369」)２部、増感剤(保土ヶ谷化学社製「EAB-F」)０．４部、及びシクロヘキサノン２
１．６部、撥インキ剤（東洋インキ製造株式会社製「フルシェードＦＳＡ－ＲＣＳ００１
」）０．９部の混合物を均一に攪拌混合した後、１μｍのフィルターで濾過して感光性黒
色組成物を調製した。
【００４９】
［パターン形成］
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　感光性黒色組成物をスピンコート法により１０ｃｍ×１０ｃｍのガラス基板に塗工した
後、７０℃で１５分の乾燥により乾燥膜厚２μmの塗膜を作成した。その後、超高圧水銀
ランプを用い、フォトマスクを介して紫外線を２００ｍＪ／ｃｍ２露光した。次いで、炭
酸ナトリウム水溶液を用いて未露光部をスプレー現像した後、イオン交換水で洗浄し未露
光部を取り除き、２３０℃、３０分のポストベークを行い作成した。得られたＢＭは、お
よそ縦１００μm、横３００μmの開口部を有していた。
【００５０】
・評価方法
［評価：インクジェット吐出によるカラーフィルタ製造］
　得られたインキをＳＩＩ社５１２ヘッド（公称１２ｐｌ／１ｄｒｏｐ）乃至はＫｏｎｉ
ｃａ社製ＫＭ５１２ヘッド（公称４２ｐｌ／１ｄｒｏｐ）に充填し、電圧２５ＶでＢＭ開
口部に１滴ずつ吐出回数を増やしながらピクセルをインキで充填し、所望の濃度になるま
でインキを充填したピクセルを作成した。その後、このガラス基板を振動や風圧でインキ
がこぼれない様に１００℃で５分乾燥させ、さらに２３０℃で３０分焼き付けを行い、着
色層を備えたカラーフィルタを作製した。
【００５１】
・吐出安定性
　上記インクジェット設備を用いて、連続安定吐出評価を行った。この評価は、１２８ノ
ズル全部から吐出を連続で吐出を行い、１０分ごとに普通紙に印字を行い、印字の様子を
観察した。評価内容は、印字間隔にバラツキが出た場合、液滴が偏飛行していると判断し
、ドットが欠けている部分はヘッド詰まりが発生したと判断した。吐出の評価は６０分ま
で継続して行った
○：６０分まで良好な吐出が可能　（吐出性に優れ、実用上問題ないレベル
△：４０分まで良好な吐出が可能　（吐出性にやや優れ、実用上使用可能なレベル）
×：５分以内で偏飛行や詰まりが発生　（実用上、使用できないレベル）
・保存安定性
　４５℃オーブンで、７日間加熱後の粘度を測定した。
○：加熱前の粘度と比較して増粘率１０%未満
△：加熱前の粘度と比較して増粘率１０％以上３０％未満
×：加熱前の粘度と比較して増粘率３０%以上
・溢れ
上記インクジェット設備を用いて、BMからの溢れやすさの評価を行った。この評価は、BM
開口部へ１０dropずつ吐出回数を増やしながらピクセルをインキで充填したときに、BM開
口部から溢れるときのｄrop数により溢れやすさを評価した。評価は以下に記載した通り
。
○：溢れdrop数が170drop以上
△：溢れdrop数が140drop以上170drop未満
×：溢れdrop数が140drop未満
【００５２】
＜実施例1＞
　顔料分散ペーストＡを３２重量部、顔料分散ペーストＢを２７重量部、溶剤（ＣＢＡｃ
）３０重量部、メラミン樹脂（Ｍｘ－４３）を4重量部バインダー樹脂としてアクリル重
合樹脂Ａ－１ ７重量部、レベリング剤としてアクリル重合樹脂Ａ－２　０．１重量部を
加え混合した。最後にメンブランフィルターで加圧濾過し、インクジェットインキを得た
。組成は表３に示す。
＜実施例２～１３及び比較例１～３＞
表３、４に示すように構成成分の種類、量を変更した以外は、実施例１と同様にして、イ
ンクジェットインキを調製した。実施例１～１３及び比較例１～３の評価結果はそれぞれ
表５、６に示す。
【００５３】
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【表３】

【００５４】
【表４】

【００５５】
【表５】

【００５６】
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